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し
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岳
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夏
／
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流
の
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固
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瓢
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ム
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予
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元

日
月
水
日
図日

←
｛
こ
と
を
目

的
と
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全
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成
外

r
報
悼
告
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悼
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一
入
成
支
味
借
産
支
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成
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亡国
支
部
懇
談
会
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昨

平
海
訃
追
報
追
会
ル
新
平
収

正
貸
財
収
昭
平

年
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A
年
七
月
＋

1か
七

r
云
佃

1
3
、
旭
川

一
帯
で
実
施
し
成
功
裡
に
終
え

平
年

た
。
今
年
は
山
陰
支
部

l二
十
周
年
に
合
わ

号
4
9

2
9和

せ
、

十
月
二
十
八
1

九
日
に
米
子
で
開
催
す

5
 

第
昭

る
。
一ー
一
国
友
好
登
山
募
金
に
つ
い
て
は

、

会

員
各
位
か
ら
多
数
の
応
窮
を
い
た
だ
き

、

法

人
襄
金
と
合
わ
せ

、

約
一二
億
六0
0
0
万
円

に
達
し
た
。
こ
の
た
め
約
七
0
0
0
万
円
余

剰
金
が
生
ま
れ
る
と
い
う
嬉
し

い
結
果
と
な

り
、

こ
れ
は
海
外
登
山
基
金
と
し
て
プ
ー
ル

し
、

今
後
の
海
外
遠
征
に
際
し
て
の
援
助
汽

金
に
し

た
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て

、

三
国
友

好
登
山
で
活
躍
し
た
山
田
昇
隊
員
が、

不
幸

に
し
て
マ
ッ
キ
ン
リ

ー

で
遭
難
し
た
こ
と
は

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
。
史
占
春
中
国
登
山
協
会

主
席

、

ク
マ
ー
ル
・

カ
ド

カ
ネ
パ
ー

ル
登
山

協
会
会
長

、

H
.

C

・

サ
リ
ー

ン
イ
ン
ド
登

山
財
団
会
長

、

ス
イ

ス
の
名
ガ
イ
ド
、

S

.

プ
ラ
ヴ
ァ

ン
ト
さ
ん
を
名
誉
会
員
に
迎
え
た

こ
と
は

、

国
際
交
流
の
た
め
に
意
義
深
い
も

山 529-1989 • 7 • 20 

挨拶に立つ左より村木副会長，山田二郎新会長， 藤平正夫新副会長

平
成
元
年
度
の
通
常
総
会
が
五
月
二

十
六
日

、

東
京
・

千
代
田
区
二
番
町
の

番
町
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
で
凋
か
れ
た
。

こ
の
通
常
総
会
に
は
会
員
二
0
九
二

名
（
委
任
状
を
含
む
）
が
出
席

、

誂
案

①
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
1

平
成
元

年
三
月
一―
-+
―
日
事
業
報
告
お
よ
び
収

支
決
符

、

財
産
目
録
承
認
の
件
②
平
成

元
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支
予
符

案
承
認
の
件
③
平
成
元
年
ー

ニ
年
度
理

事
、

監
事
お
よ
び
評
謡
員
選
任
の
件
④

平
成
元
年
度
除
籍
の
件
⑥
そ
の
他

、

に

つ
い
て
慎
重
審
謡
し
た
結
果、

い
ず
れ

も
こ
れ
を
原
案
ど
お
り
可
決、

承
認
し

た
。議

案
審
議
に
先
立
っ
て
挨
拶
に
立
っ

た
今
西
寿
雄
会
長
は

、

会
の
現
況
に
ふ

れ
た
あ
と

、

大
要
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
一
昨
年
の
会
毀
値
上
げに
よ
り
今

の
財
政
が
確
立
さ
れ
、
述
営
が
非
常
に

安
定
し

た
こ
と

は
、

会
員
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り

、

あ
ら
た
め

て
お

礼
申
し
あ
げ
る
。
事
業
年
度
に
お

い
て
、

三
国
友
好
登
山
の
大
成
果
の
あ

と
、

婦
人
懇
談
会
の
イ

ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ
・

シ
ヴ
ァ
峰
登
山、

学
生
部
韓
国
交

流
登
山

、

学
生
部
ネ
パ
ー
ル
・

ク
ス
ム

カ
ン
グ
ル
登
山
も
大
成
功
を
納
め
る
こ

海
外
登

山

基
金
創
設
も
決
め
る

新
会
長
に

山
田

二
郎
氏

平
成
元
年
度
通
常
総
会

( 1 ) 



〇

の
で
あ
っ
た
と
思
っ
°

――
十
一
世
紀
に
向
け
負
担
（
旅
費
・

交
通
費
）、
長
期
計
画
積
立
え
た
の
を
機
に

、
日
本
山
岳
会
八
十
五
年
史
が
、
マ
ッ
キ
ン
リ

ー

遭
難
対
策
本
部
長
を
務

2
 て
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
金

・

登
山
特
別
基
金
の
積
増
支
出
な
ど
に
増
を
編
さ
ん
刊
行
し
た
ら
ど
う
か
、
と
の
提
案
め
た
八
木
原
岡
明
会
員
と
来
会
、
山
田
豊
さ

・
・

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
そ
の
第
一
歩
が
踏
み
だ
加
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
全
体
的
に
パ
ラ
ン
ス
が
あ
り

、

次
年
度
理
事
会
へ
の
申
送
り
事
項
ん
は
、

「故
人
の
遭
難
に
際
し
て

、

会
員
各

, 
8

せ
た
。

五
月
二
日
に
逝
去
さ
れ
た
本
元
会
の
と
れ
た
決
箕
と
な
っ
た
。
と
な
っ
た
。
位
の
物
心
両
面
の
ご
支
援
、
生
前
の
ご
交
誼

, 
4

長
、
棋
有
恒
名
誉
会
員
の
葬
倣
を
、
五
月
十
財
産
目
録
（
別
表
）
で
は

、

資
産
一
低
五
ま
た

、

三
国
友
好
登
山
寡
金
関
係
に
つ
い
七
厚
く
感
謝
す
る
」
と
お
礼
の
挨
拶
に
立
っ

, 
5
2
七
日

、

初
め
て
日
本
山
岳
会
葬
と
し
て
執
り
五
九
六
万
九
0
六
七
円
、
負
伯
二
八0
万
二
て
西
村
理
事
よ
り
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
た
。

行
な
っ
た
が
、
多
数
の
会
員
が
会
葬
さ
れ
、
七
六

0
円
で
、
差
引
正
味
財
産
は
一
他
五
三

る
と
収
入
約
三
億
六
二
八
0
万
円
（
う
ち
会
地
球
環
税
の
保
護
を
訴
え
な
が
ら
北
極
行

山）
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
今
後

一
六
万
六
―
―10
七
円
と
な
っ
た
。
員
襄
金
八
五
六
名

・
九
七
0
万
円
）
、
支
出
を
続

け
、
五
月
十
四
日
北
極
点
に
到
達
し
た

と
も
海
外
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら

、
足
元
平
成
元
年
度
事
業
計
画
案
（
別
記
）

、

収
約
二
億
八

三
三
九
万
円

、

差
引
約
七
九
四
0

国
際
探
検
隊
「
ア
イ
ス
ウ
ォ
ー
ク」
の
ロ
バ

可認舟
，
を
見
つ
め
つ
つ
活
気
の
あ
る
活
動
を
推
進
し
支
予
算
案
（
別
表
）
に
つ
い
て
は
同
じ
く
鴫
万
円
の
黒
字
と
な
り
、三
国
合
同
登
山
報
告

ー

ト

・

ス
ワ
ン
隊
長
、
大
西
宏
隊
員
（
共
に

便郵
た
い

。
」
原

・
西
村
両
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り

、

事
業
書
制
作
費
な
ど
を
除
い
た
七

0
0
0
万
円
を
会
員
）
も
来
会
、
ロ
バ
ー
ト

・

ス
ワ
ン
隊
長

―
――
議
事
録
署
名
人

に
南
川
金
一

・
鴫
原

一
男
計
画
で
は

、

登
山
の
指
導
と
奨
励
に
必
要
な
預
り
金
と
し
て
処
理
、
海
外
登
山
基
金
を
設
は
日
本

山
岳
会
の
協
役
を
謝
し
た
あ
と

、

種第（
両
会

員
指
名
の
あ
と

、

昭
和
六
十
三
年
四
月
各
種
集
会
、
研
究
会
、
講
習
会
、
展
覧
会
の
け
る
こ
と
に
な
っ
た

。

特
に
こ
の
よ
う
な
多
「
今
回
の
成
功
は
参
加
七
ヵ
国
隊
員
の
一
致

一
日
l

平
成
元
年

一二
月
三
十
一
日
事
業
報
告
開
催
の
ほ
か
、
山
岳
と
登
山
に
関
す
る
科
学
額
の
余
剰
金
は
、
数
千
万
円
に
及
ぶ
物
資
の
乱
れ
ぬ
協
力
の
賜
で
あ
る

。

大
西
隊
員
は
タ

お
よ
び
収
支
決
算
、
財
産
目
録
承
認
の
件
に
文
献
整
理
、
山
岳
賓
料
の
収
集
、
整
備

、

管
寄
附
や

、

予
備
代
を
流
用
し
な
い
な
ど
、
今
フ
で
、
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
た
」
と
強
調
‘
)

つ
い
て
、
山
本
健
一
郎
監
事
か
ら

、

監
査
の
理
や
、
「
山
岳
」
総
索
引

、

三
国
合
同
登
山
西
会
長
（
登
山
隊
総
隊
長
）
、
大
塚
博
美
副
さ
ら
に

「
こ
の
き
れ
い
な
北
極
が
い
つ
ま
で
2

結
果

、

正
当
妥
当
で
あ
る
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

報
告
困
発
行
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
会
長
（
同
副
隊
長
）
、
橋
本
清
理
事
（
同
北
も
残
る
よ
う

、

そ
の
保
存
を
考
え
な
く
て
は
（

事
業
報
告
（
別
記
）
は
鴫
原
啓
佑
理
事
が
こ
れ
に
伴
っ

て
の
収
支
予
算
も
、
収
入
に
側
登
山
隊
長
）
の
内
部
努
力
、
尽
力
に
よ
る
な
ら
な
い

。

次
の
遠
征
隊
に
も
そ
の
こ
と
を

行
な
い
、
収
支
決
算
（
別
表
）
は
西
村
晃
理
つ
い
て
は
前
年
度
通
常
会
費
納
入
率
を
勘
案
も
の
で
あ
る
と
つ
け
加
え
ら
れ
た。

希
望
す
る
」
と
環
院
保
護
を
訴
え
た
。

事
か
ら
内
容
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

し
て
四
七
七
0
万
五
0
0
0
円
に
、
支
出
も
こ
れ
に
関
連
し
て
大
塚
副
会
長
は

、

「
読
新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
山
田

二
郎
会
長

そ
れ
に
よ
る
と
同
年
度
の
収
入
は、

予
算
ほ
ぼ
前
年
な
み
の
四
六
七

一
万
八
九
五
0
円
売
新
聞
社
か
ら
公
式
の
報
告
書
が
刊
行
さ
は

、

「①
山
田
昇
会
員
と
い
う
優
秀
な
ク
ラ

額
四
五
四
七
万
円
に
対
し

、

決
算
額
五
0

一
規
模
に
定
め
ら
れ
た
。
れ
、
あ
と
は
日
本
山
岳
会
と
し
て
の
報
告
書
イ
マ
ー
を
失
っ
た
の
は
非
常
に
残
念
だ
が
、

一
万
―
ー九
四
五
円
。
特
に
通
常
会
費
の
納
入
平
成
元
年
ー

ニ
年
度
理
事
・
監
事
お
よ
び
を
残
す
の
み
で

、
九
0
％
が
終
っ

た
感
じ
で
登
っ
て
降
り
て
き
て
こ
そ
山
登
り
。

命
を
大

率
が
九
三
％
と
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
と
、
評
鏃
員
（
別
記
）
選
任
の
件
で
は
、
今
西
会
あ
る
。
七

0
0
0
万
円
の
海
外
登
山
基
金
は
切
に
し
た
い
⑨
大
自
然
を
大
切
に
し
た
い
。

特
定
預
金
の
利
息
増
が
目
立
ち
、
今
財
政
が
長
が
山
田

二
郎
新
会
長
の
略
歴
を
紹
介
、
ま
あ
く
ま
で
も
原
賓
で
あ

っ
て
、
今
後
は
海
外
そ
の
た
め
の
自
然
保
護
③
仲
間
を
大
事
に
す

一
段
と
健
全、
安
定
化
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
た

当
日
出
席
の
新

・

再
任
理
事
、
監
事
、
評
担
当
理
事
を
中
心
に
運
用
委
員
会
を
設
け
、
る
の
が
山
登
り
の
基
本
」
で
あ
る
と
し
、

が
明
ら
か
と
な
り

、

支
出
面
で
は
予
尊
額
四
議
員
が
坦
上
前
に
紹
介
さ
れ
た
。
平
成
元
年
利
子
運
用
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
外
登
「
日
本
山
岳
会
は
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
プ
で
あ

五
二
五
万
五
0
0
0
円
に
対
し

、

決
箕
額
四
度
除
籍
の
件
に
つ
い
て
は
、
紹
介
者
を
通
じ
山
に
対
す
る
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
若
い
人

七
三
0
万
九
四
三
七
円
で

、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
対
象
者
に
極
力
期
間
内
会
跨
納
入
を
慟
き
か
と
に
な
る
」
と
述
べ
た
。
の
活
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
多
種
多
様
な
会

策
定
の
た
め
の
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
（
通
け
る
こ
と
が
付
議
さ
れ
た
。
こ
の
総
会
に
は
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
遭
難
の
連
営
を
展
開
し
た
い
。
ま
た
、
会
の
内
部

信
・

運
搬
費
）、

海
外
名
誉
会
員
来
日
旅
野
そ
の
他
中
保
会
員
よ
り
、
昭
和
時
代
を
終
し
た
故
山
田
昇
会
員
の
実
兄
、
山
田
豊
さ
ん
体
制
や
組
織
に
つ
い
て
も
、
現
代
に
マ
ッ
チ
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し
た
も
の
に
し
た
い
」
と

、

そ
の
抱
負
を
述

べ
た
。

退
任
の
挨
拶
に
立
っ
た
今
西
前
会
長
は
、

「
任
期
中、
最
も
思
い
出
に
残
る
も
の
は

、

三
国
友
好
登
山
が
そ
の
す
べ
て
で
あ
る
」
と

現
在
の
心
境
を
語
っ
た
。

続
い
て
席
を
移
し
て
の
懇
親
会
で
は
堀
田

弥
一
名
誉
会
員
が
、
「今
西
前
会
長
の
ご
苦

労
を
謝
し
、
山
田
新
会
長
の
ご
活
躍
を
祈

る

」
と
乾
杯
の
音
頭
に
立
ち

、

そ
の
後
な
ご

や
か
な
会
員
交
歓
が
繰
り
広
げ
ら
れ、

藤
平

正
夫
新
副
会
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て、

平

成
元
年
度
通
常
総
会
の

一
連
の
セ
レ
モ
ニ
ー

は
、

と
ど
こ
お
り
な
く
終
了
し
た
。

な
お

、

当
日
の
会
務
報
告
に
よ
れ
ば

、

会

員
数
・

名
誉
会
員
二
九
名
、
永
年
会
員
四
〇

名
、
終
身
会
員
六

一
名

、

通
常
会
員
四
三
一

七
名
、
計
四
四
四
七
名
。
昭
和
六
十
一＿
一年
度

新
入
会
員
一
八
0
名

、

復
活
会
員
八
名
、
物

故
会
員

一＿
一
六
名
、

退
会
二
六
名

、

除
藉
三
六

名
で

、

物
故
会
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。
敬
称
略
。

藤
島
玄
（
名
誉
会
員
）、

竹
節
作
太
（
同
）

、

浜
野
正
男
（
同
）、

川
森
左
智
子
（
同
）
、
大

島
永
明
（
永
年
会
員
）、

小
池
文
男
（
同）、

片
桐
盛
之
助
（
同
）
、
浅
原
重
継
（
同
）

、

織

田
収
、
久
保
田
昭
二
、

多
田
隆
峰
、
浜
岡

透
、
鈴
木
真
吾
、
倭
島
進

、

桑
原
武
夫
、
水

腰
英
隆

、

森
谷
周
野

、

山
口
弘
司
、

岡
本
包

夫
、

森
田
茂
、
山
県
一
雄、

斉
藤
平
七

、

平

野
勲
、
松
田
武
雄
、
小
島
隼
太
郎

、

祁
橋
定

.. 
i

卸
鈎
⑩
幽

一
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
政
治

~
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
い
た
だ
く
国
々
で

、
登
山
気
分
な
ど
吹
っ
飛
ぶ
よ

i
う
な
状
況
が
起
き
て
い
る。

i

―
つ
は

、

中
国
。
一二
月
初
め
チ
ベ
ッ
ト
市
民
蜂
起
―二
十
周
年
を

i
前
に
起
き
た
市
民
た
ち
の
デ
モ
、
抗
議
行
動
を
鎮
圧
す
る
た
め
、

i
ラ
サ
に
戒
厳
令
が
敷
か
れ
、
外
国
人
は
いっ
さ
い
締
め
出
さ
れ

i
た
。

日
本
を
含
む
多
く
の
登
山
隊
が
計
画
を
延
期
す
る
か

、

他
ヘ

i
転
進
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

i

六
月
に
は
学
生

、

市
民
た
ち
の
民
主
化
運
動
を
押
さ
え
込
む
た

i
め

、

北
京
な
ど
各
都
市
で
人
民
解
放
軍
が
出
動
、
多
く
の
血
が
流

i
さ
れ
た
の
は

、

周
知
の
通
り
で
あ
る

。

広
場
や
道
路
に
展
開
さ
れ

一た
デ
モ
や
集
会
と
そ
れ
に
次
ぐ
弾
圧
の
模
様
は

、

テ
レ
ビ
、
新
聞

i
で
世
界
に
伝
え
ら
れ、

そ
の
画
面
や
写
真
が

、

「
煽
動
者
」
逮
捕

i
の
材
料
に
使
わ
れ
た
こ
と
も
、
衝
撃
的
だ
っ
た
。

i
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
外
国
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
先
を
争
っ
て

i
薔
に
引
揚
げ
、
欧
米
を
中
心

に
中
国
へ
の
「
制
裁
」
論
鏡
が
高

i
ま
っ
た
。

既
定
の
対
外
解
放
政
策
は
変
わ
ら
な
い

、

と
当
局
が
言

一明
し
た
の
を
受
け
て
日
本
の
商
社
が、

真
先
に
北
京
復
帰
を
果
た

i
し
た
こ
と
も
西
側
諸
国
の
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
。

i

も
う

ー
つ
は
ネ
パ
ー
ル
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
経
済封
鎖
に
よ
る

~
物
資
不
足
が
深
刻
化
、
登
山
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
i
中
国
と
の
接
近

、

と
り
わ
け
武
器
を
買
い
つ
け
た
こ
と
が
、
イ

i
ン
ド
を

刺
激
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が

、

石
油

、

医
薬
品
、
塩
な

i
ど
の
生
活
必
需
品
が
一二
月
以
来
逼
迫
し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
追
い

....................

..........

.........................

........

.......

...........

.........

..........

......................................................

....

...

......

... 
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詰
め
て
い
る

。

外
貨
収
入
に
つ
な
が
る
観
光
、
登
山
な
ど
に
つ
い

一

て
ネ
パ
ー
ル
は
門
を
開
い
て
い
る
も
の
の
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
手
i

に
入
ら
な
い
な
ど
の
不
自
由
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

i

二
つ
の
大
国
に
は
さ
ま
れ
た
小
さ
な
山
の
国
が、

一
方
と
親
し

i

く
な
ろ
う
と
す
れ
ば
、
も
う
一
方
が
不
機
嫌
に
な
る
。

七
月
末
に

一

は
こ
の
問
題
で
イ
ン
ド

、
ネ
パ
ー

ル
の
交
渉
が
始
ま
る
と
い
う
か

i

ら
い
ず
れ
解
決
に
向
か
う
だ
ろ
う
が

、

今
後
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
北
と

~

南
の
状
況
は
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

~

チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
七
月
以
降
、

「関
係
部
門
の
承
認
を

i

受
け
た
十
人
以
上
の
団
体
」
に
限
り
外
国
人
の
旅
行
を
許
可
す

i

る
、
と
の
こ
と
だ

。
登
山
も

一
応
支
障
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

~

中
国
は
国
際
的
に
孤
立
し
た
く
な
い
、

と
考
え
て
い
る
。

西
側

i

諸
国
で
も
と
く
に
日
本
に
は
従
来
の
友
誼
を
維
持
し
て
ほ
し
い
、i

と
の
姿
勢
で
、
経
済
、
学
術
交
流
の
各
窓
口
機
関
は

、

一
斉
に
日

i

本
側
に
計
画
の
実
行
を
迫
っ
て
い
る
。

登
山
に
つ
い
て
も
中
国
登
一

山
協
会
か
ら
「
予
定
通
り
来
て
ほ
し
い
」
旨
の
也
状
が
各
登
山
隊
一

に
届
い
て
い
る
よ
う
で
、
対
応
に
迷
う
隊
も
あ
る
と
聞
く。

i

登
山
を
第
l
と
考
え
る
か
、
国
際
情
勢
を
含
め
て
自
分
の
視
点
~

を
確
立
す
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
か、

が
こ
こ
で
問
わ
れ
る
。
ど

i

ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
そ
の
人
の
生
き
方
に
よ
る
だ
ろ
う。

~

海
外
の
山
を
目
指
す
者
に
と
っ
て
は
、
「
宇
野
ゲ
イ
シ
ャ
問
題
」
i

も
他
人
事
で
は
な
い
。
政
局
の
不
安
感
か
ら
頼
り
と
す
る
円
が
急
一

落
し
た
か
ら
だ
。

一
ド
占百二
十
円
の
時
に
支
払
う
の
と
百
四
十
五

i

円

で
支
払
う
の
と
で
は

、

支
出
は
二
割
も
違
う
。

~

世
紀
末
の
海
外
登山
は
、
世
界
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
の
能
力

i

を

問
わ
れ
る
面
が
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
政
学
が一

あ
り

、

そ
こ
に
は
文
化
を
異
に
す
る
固
有
の
民
族
が
住
む
。

i

山
登
り
一
筋
に
生
き
る
者
も

、

余
暇
で
楽
し
む
者
も
、
そ
れ
ら

一

を
理
解
し
な
い
と

、

や
っ
て
い
け
な
い
。
（

江
本
嘉
伸
）

一
( 3 ) 



斎

藤

惇

生

一
九
七
七
年
か
ら
四
年
間、

日
本
山
岳
会
衆
の
家
と
言
え
る
烏
丸
四
条
の
縮
緬
問
屋
の

会
長
で
あ
っ
た
西
堀
さ
ん
が

、

去
る
四
月
十
五

人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し

て
生
れ
た
。
京
都

三
日
入
院
先
の
順
天
堂
病
院
で
肺
炎
の
た
め
一
中
か
ら
第
三
高
等
学
校

、

そ
し
て
京
都
帝

亡
く
な
ら
れ
た
。
昨
年
の
二
月
か
ら
胆
道
系
大
理
学
部
へ
と
進
み

、

今
西
錦
司

、

桑
原
武

の
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ

、

五
月

、

夫
、

四
手
井
綱
彦
氏
た
ち
と
京
都
の
北
山
か

十
二
月

、

と
一
一
度
の
手
術
も
成
功
し
完
治
が
ら
日
本
ア
ル
プ
ス
と
、

近
代
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム

期
待
さ
れ
た
の
だ
が
残
念
な
結
果
に
な
っ
の
勃
興
期
に
幅
広
く
活
躍
し
た
。

一
九
―
―
五

た
。
年
に
は
北
岳
三
山
の
稜
雪
期
初
登
攀

、

l
一
七

西
堀
さ
ん
は
一
九
0
三
年
一
月
二
十
八
年
夏
に
は
剣
の

三
窓
チ
ン
ネ

、

ク
レ
オ
パ
ト

日
、

京
都
の
独
特
の
文
化
を
支
え
て
き
た
町
ラ
ニ
ー
ド
ル
の
初
登
攀
の
記
録
が
あ
る
。

――
-

日
―西

堀
栄

三
郎
元
会
長
を
偲
ぶ

>
>>[[>>[

[
一
年
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
目
的
と
す
る
京
ル
ン
氷
河
を
一＿
一
日
間
、

パ
タ
バ
タ
と
歩
い
て

都
大
学
学
士
山
岳
会

(
A
.
A
.
C

.
k
)
の
は
ド
ス
ン
と
休
み
な
が
ら
疲
れ
は
て
て
B
C

創
設
に
参
画
し
た
。
に
到
着
。
し
か
し
し
ば

ら

く
休
息
す
る
と

、

戦
後

、

西
堀
さ
ん
は
日
本
の
山
岳
界
に
大
ヤ
ル
ン

・

カ
ン
の
椋
高
測
量
の
基
線
や
氷
河

き
な
貢
献
と
業
績
を
果
さ
れ
た
。
ま
ず
一
九
の
流
藉
測
定
装
置
や
ら
を
見
に
出
か
け
た
の

五
二
年
に
は
戦
後
日
本人
と
し
て
初
め
て
単
に
は
驚
き
も
し

、

そ
の
科
学
者
精
神
に
は
感

身
ネ
パ
ー
ル
に
入
国

、

持
前
の
人
柄
と
粘
り
動
し
て
し
ま
っ
た
。

を
発
揮

、

つ
い
に
マ
ナ
ス
ル
登
山
の
許可
を
一
九
七
七
年
日
本

山
岳
会
会
長
の
大
任
に

獲
得
し
た
。
こ
の
許
可
に
よ
っ

て
日
本
山
岳
つ
か
れ
た
。
七
九
年
中
国
訪
問
の
機
会
が
あ

会
は
五
六
年
マ
ナ
ス
ル
の
初
登
頂
に
成
功
し
り

、

そ
の
時
、
中
国
登
山
協
会
に
世
界
に
先

た
。
こ
の
辺
の
事
情
は
A
A
C
K

五
十年
史
が
け
て
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
の
許
可
の
話
を
）

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
道
』
に
詳
し
い
。
つ
け
た
。
七
七
年

秋
の
偵
察
に
続
い
て
八
十
4

( 

五
六
年
か
ら
五
七
年
に
は
第

一
次
南
極
観
年
春
に
は
北
東
稜
と
未
踏
の
北
壁
の
二
つ
の

測
隊
に
副
隊
長
と
し
て
参
加

、

そ
し
て
十
人

ル
ー

ト
か
ら

日
本
山
岳
会
隊
は
成
功
し

た
。

の
隊
員
と
と
も
に
越
冬
に
成
功
し
た
。
こ
の
西
堀
さ
ん
は
総
隊
長
と
し
て
東
京
に
あ
っ
て

記
録
は
岩
波
新
書
か
ら
『
南
極
越
冬
記
』
と
指
揮
を
と
っ
た
。

し
て
出
版
さ
れ
た
。
越
冬
中、

西
堀
さ
ん
が
戦
後
広
く
歌
わ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
雪
山

パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト

と
得
意
の
創
意
工
讃
歌
は
西
堀
栄
三
郎

他
作
詞
と
な
っ
て
い

夫
で

、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
起
る
困
難
を
い
か
に
切
る
。
一
九
二
七
年
の
ス
キ
ー
合
宿
の
時
作
ら

り
抜
け
て
い
っ
た
か
が
活
き
活
きと
述
べ
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、

西
堀
さ

れ
て
あ
る
。

ん
が
一
人
で
こ
の
歌
を
歌
わ
れ
る
の
を
つ
い

七
三
年
に
は
A
A
C
K

が
初
登
頂
し
た
ヤ
に
聞
け
な
か
っ
た
の
は
今
で
も
残
念
で
あ

ル
ン
・

カ
ン
遠
征
隊
の
隊
長
を
務
め
ら
れ
る
。

た
。
筆
者
も
こ
の
隊
の
隊
員
で
あ
っ
た
。
西
西
堀
さ
ん
は
科
学
者
と
し
て
も
勝
れ
た
業

堀
さ
ん
は
こ
の
時
既
に
七
十
歳
で
あ
っ
た
。
績
を
残
し
た
。
特
に
日
本
に
品
質
管
理
学
を

登
山
の
半
ば
に
五
二
0
0
"は
ッ
B
C

に
四
日

導
入
し
、

発
展
さ
せ
た
功
績
は
大
き
く、

デ

間
滞
在
し
た
。
荒
れ
き
っ
て
歩
き
にく
い
ヤ
ミ

ン
グ
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
ま
た
原
子
力

一t 今
年
も

で
会
い
ま
し
ょ
うl
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研
究
所
の
理
事
と
し
て
原
子力
の
研
究、

安

全
応
用
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。

人
間
は
何
事
で
も
経
験
を
つ
む
た
め
に
生

れ
て
き
た
ん
や
、
と

い
う
の
が
西
堀
さ
ん
の

人
生
論
で
あ
っ
た
。
接
し
て
い
る
と
そ
の
み

ず
み
ず
し
い
感
性
と
衰
え
を
知
ら
ぬ
知
識
欲

．
に
い
つ
も
圧
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
ほ
の
ぽ
の

と

し
た
暖
か
い
心
が
常
に
感
じ
ら
れ
る
人
だ

っ
た
よ

う
に
思
う
。
残
念
な
が
ら
永
遠
の
青

年
西
堀
さ
ん
は

、

も
う
ア
ン
デ
レ
西
堀
に
な

っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
心
か
ら
御
冥
福
を
祈

る
。

報
告

婦
人
懇
談

会

昨
年
の
黒
森
歌
舞
伎
に
続
い
て
黒
川
能
観

賞
の
旅
が
婦
人
懇
談
会
で
企
画
さ
れ
た
。

二
月
一
日
集
合
地
の
鶴
岡
駅
前
に
は

、

今

年
か
ら
運
行
を
始
め
た
酒
田
ー
渋
谷
間
のハ

イ
ウ
ェ

イ

バ
ス
で
到
沼
の
六
名
が、

吹
浦
か

ら
参
加
の
岡
部
御
夫
妻
ら
四
名
と
合
流
。
早

朝
と
い
う
の
に
山
形
支
部
の
佐
藤
節
子
さ
ん

が
出
迎
え
て
下
さ
り

、

そ
の
ま
ま
村
上支
部

長
の
お
宅
に
案
内
さ
れ

、

夜
が
明
け
て
全
員

が
揃
う
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ

の
度
の
宿
を
お
願
いし
た
斉
藤
家
ま
で

分
乗
し
た
車
は暖
冬
で
積
雪
ゼ
ロ
の
庄
内
平

野
を
水
飛
沫
を
上
げ
て
走
る
。
斉
藤
さん
宅

黒
川
能
を
見
学
し
て

.
V
5
t

報
告三

月
十
一
日
開
か
れ
た
第
十
五
回
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
、
望
月
連
夫
名
誉
会
員
が
「
J
A
C

と
と
も
に
五

十
年
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

同
氏
の
講
演
か
ら
、
J
A
C

と
い

う
組
織
の
特
色
、
ク
ラ
プ
ラ
イ
フ
や
会員
と
し
て
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
述
ぺ
た
部
分
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
。

（文
責
1
1
総
務
委
員
会
・
南
川
）

• 

日
本
山
岳
会
は

一
九
0
五
（
明
治
三
十
八
）
年
に
発
足
し
た

が
、
そ
の
当
時
は
会
長
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た。
会
長
を
置
く

よ
う
に
な
っ
た
の
は

、
た

ぶ
ん
私
が
昭
和
十三
年
に
入
会
す
る
数

年
前
、

昭
和
六
年
頃
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
に
触
れ

た
の
は

、

日

本
山
岳
会
が
非
常
に
民
主
的
な
会
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
言
い
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
は

、

現
在
の
理
事
に
当

た
る
幹
事
と
い
う
役
職
は
あ
っ
た
が、

そ
れ
が
特
別
な
も
の
で
は

な
く
、

会
員
は
皆
全
く
平
等
で
あ
ると
い
う
民
主
的
な
気
風
が
強

か
っ
た
。
私
が
入
会
し

た
当
時
も

、

ど
ん
な
先
釜
で
も
よ
く
話
し

が
で
き
た
。

小
島
烏
水
さ
ん
、

木
荘
理
太
郎
さ
ん
と
い
っ
た

、

今

で
は
歴
史
上
の
人
物
が
ま
だ
健
在
の
頃
で
、
入
会
し
て
間
も
な
く

そ
う

い
っ
た
方
々
と
も
口
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
も
う

―
つ
は
、

八
十
年
以
上
に
も
な
る
長
い
伝
統
を
持

つ
よ
う
な
会
は

、

往
々
に
し
て
外
部
か
ら
財
政
的
な
援
助
を
受
け

て
き
て
い
る
場
合
が
多
い
と
思
う
の
だ
が

、

日
本
山
岳
会
は
そ
う

い
う
こ
と
を
嫌
い

、

受
け
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
ル
ー
ム
を
は
じ

め
、

山
研

、

図
魯
室
の
魯
籍
等

、

す
べ
て
会
が
購
入
し
た
り

、

会

員
の
寄
附

、

寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

外
部
か
ら
の
製
肘
を

受
け
た
こ
と
も
な
い
し

、

受
け
る
こ
と

を
嫌
う
会
で
あ
る
。

そ
う
い
う
も
の
が
伝
統
と
い
え
ば
い
え
る
と
思
う
。
私
は
そ
う

い
う
サ
バ
サ
バ
し

た
気
風
が
大
変
好
き
で
あ
る
。

私
は
入
会
し
て
満

―＿
一
年
に
な
る
と
同
時
に
役
員
に
引
っ
ぱ
り
出

さ
れ

、

そ
れ
以
降

、

軍
隊
や
仕
事
の
関
係
で
東
京
を
離
れ
た
時
以

、

外
の
四
十
年
近
く
を

、

役
員
や
評
議
員
と
し
て
何
ら
か
の
会
の
仕

事
を
や
っ
て
き
た
。
会
員
と
し
て
は
や
や
特
殊
と
い
え
よ
う
。
だ

が
、

山
は
も
と
も
と
好
き
な
こ
と
で
あ
り

、

い
や
い
や
や
っ
た
と

は
思
は
な
い
。
仕
事
を
持
っ
て
い
る
者
が
こ
う
い
う
ク
ラ
プ
で
活

動
を
す
る
場
合
、
そ
こ

に
何
か
楽
し
み
を
見
出
せ
な
け
れ
ば
永
続

き
が
し
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
会
も
成
り
立
た
な
い
。
ほ
と
ん

ど
の
会
の
仕
事
は
理
事
・

評
議
員
や
委
員
会
の
人
た
ち
の
無
報
酬

の
労
働
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
が

、

や
は
り
そ
う
い
う
こ
と

が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

、

私
な
り
に
感
じ
て
い
る
こ
と

を
二

、

三
述
べ
て
み
た
い
。

最
近
は
中
高
年
の
山
登
り
が
多
く
な
り
、

そ
う
い
う

人
で
パ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
た
な
い
人
の
入
会
が
増
え
て
お
り

、

会
と
し

て
も
そ
の
た
め
に
何
か
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、

と
い

う
こ
と
も
聞
い
て

い
る
。
私
な
り
に
考
え
る
の
は
、
自
分
の
登
り

た
い
山
が
あ
っ
て
こ
そ

、

山
登
り
と
い
う
も
の
が
成
り
立
つ
。
も

と
も

と

山
登
り
と
い
う
の
は

、

自
分
が
登
り
た
い
と
い
う
こ
と
が

発
想
の
基
で
あ
る
か
ら

、

誰
か
の
計
画
に
乗
っ
か
ら
な
け
れ
ば
山

へ
行
け
な
い
と
い
うよ
う
な
の
は

、

私
は
あ
ま
り
贅
成
で
き
な

い
。
会
が
計
画
し
て
「
さ
あ
ど
う
ぞ
」
と
い
う
形
の
懇
親
的
な山

行
が
た
ま
に
あ
る
こ
と
は
結
柄
だ
と
は
思
う
が、

そ
う
い
う
企
画

が
な
い
と

山

へ
行
け
な
い
と

い
う
の
は
望
ま
し
い
姿
で
は
な
い
と

思
う
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
そ
の仲
間
と
行

け
ば
よ
い
し
、

そ
う
で
な
い

人
は
会
で
友
人
を
見
つ
け

、

自
分
な

り
に
計
画
し
て
行
く
と
い
う
山
登
り
を
ぜ
ひ
や
っ
て
頂
き
た
い
。

私
が
入
会
し

た
動
機
は

、

先
翡
の
話
を
き
い
た
り

、

あ
る
い
は

文
欣
な
ど
か
ら

何
ら

か
の
山
の
情
報
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
が、

入
会
し
て
何
年
か
し

て
か
ら
感
じ
た
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は、

そ

こ
で
非
常
に
良
い
先
輩
や
友
人
出
会
え
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ

た
。
そ
れ
は
私
の
人
世
に
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
残し
て
く
れ

( 5 ) 
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で
は
、
こ
の
地
方
で
王
祗
祭
に
必
ず
食
べ
る

と
い
う
焼
豆
腐
を
凍
ら

せ
た
、

し
み
豆
腐
と

十
五
[
,
程
の
長
く
切
っ
た
午
努
の
煮
付
け
と

地
酒
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

勿
論
御
飯
は
美

味
し
い
庄
内
米
と
浪
物
。

四
時
過
ぎ
、
今
年
の
当
屋
で
あ
る
剣
持
宅

ま
で
小
雷
舞
う
道
を
歩
い
て
行
く
。

演
能
は

七
時
か
ら
と
聞
い
て
い
た
が

、

既
に
襖

、

障

子
を
取
り
払
わ
れ
た
座
敷
は
立
錐
の
余
地
も

な
い
。
ど
う
や

っ
て
割
り
込
ん
だ
の
か

、

と

に
角
座
っ
た
も
の
の
も
う
動
け
な
い
。

七
時
近
く
五
歳
位
の
幼
児
の
大
地
踏
が
始

ま
り
、
式
三
番

、

難
波
等
々
続
け
ら
れ
る
内

に
、

突
然
舞
台
の
上
に
お
酒
や
御
飯
が
出

て
、
出
演
者
が
夜
食
を
と
り
始
め
る。
中
入

り
（
一
と
休
み
）
。
時
計
は
一
一
日
の
二
時
を

過
ぎ
て
い
た

。

私
達
も
夜
食
を
と
り
に
帰
る
。
夜
道
は
昼

間
か
ら
の
雪
が
降
り
和
り
雪
景
色
と
な
る
。

再
び
当
屋
で
道
成
寺
を
見
終
り、

夜
の
白
む

四
時
半
ご
ろ
帰
宅
就
寝
゜

翌
朝

、

雪
の
羽
黒
山
の
予
定
が
寝
不
足
で

来
年
廻
し
に
な
り

、

春
日
神
社
に
参
拝

、

黒

川
能
伝
習
館
を
見
学
な
ど

、

伝
統
芸
能
の
素

晴
ら
し
さ
を
堪
能
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し

つ
つ
鶴
岡
駅
頭
で
解
散、

車
中
の
人
と
な

る
。
来
年
も
又
参
加
し
た
い
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
で
き
て
い
た
。

参
加
者
十
名

傘

（渡
辺
富
士
子
）

. 

法世砿
: 

．報

告
i

た
。
す
ぐ
れ
た
先
輩
が
綺
羅
星
の
如
く
並
ん
で
い
た
時
代
で
あ
っ

戸
[
?
二
旦
旦
且
。
[
[
〗

う
人
的
な
結
び
つ
き
を

、

ぜ
ひ
会
を
通
じ
て
作
っ
て
欲
し
い
。

本

会
で
な
け
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
藤
島

敏
男
さ
ん
と
か
深
田
久
弥
さ
ん
と
い
っ
た
人
と
は

、

他
の
所
で
知

り
合
っ
た
の
で
は
な
く

、

こ
の
会
を
通
じ
て
知
り
合
い、

つ
き
合

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
と
山

へ
行
く
こ
と
が
で
き
た

の
は
非
常
に
幸
せ
だ
っ
た
。

平
等
な
お
つ
き
合
い
が
で
き
た
の
は

会
員
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

山
岳
会
が
会
員
に
対
し
て
で
き
得
る
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
は
何
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
こ
こ
へ
来
れ
ば
山
の
情
報
が
必
ず
得ら
れ

る
と
い
う
体
制
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
諸
外
国
の
山
岳
会
か
ら

こ

れ
だ
け
資
料
が
集
まっ
て
い
る
所
は
他
に
は
な
い
は
ず
で
あ
り、

海
外
委
員
会
で
も
国
毎
に
情
報
を
集
め
て
い
る
か
ら

、

そ
う
い
う

も
の
を
機
能
的
に
拡
充
し
て
い
け
ば
不
可
能
で
は
な
い
。
国
内
的

に
は
本
会
は
各
地
に
支
部
を
持っ
て
お
り
、

そ
の
県
内
の
情
報
は

い
ち
ば
ん
的
確
に
握
っ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら、

そ
う
い
う
も
の
を

利
用
す
れ
ば
、
ル
ー

ム
ヘ
来
れ
ば
欲
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
と
い

う
体
制
は
可
能
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
組
織
的
に
で
き
て

い
く
こ
と
が

、

今
後
の
会
と
し
て
は
一
番
大
切
な
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。

皆
さ
ん
は
せ
っ
か
く
入
会
さ
れ
た
の
だ
か
ら
有
意
義
に
ク
ラ
プ

で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
。
入
会
す
る
か
ら

に
は
会
か
ら

何
か
を
得
た
い
と
い
う
気
持
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り

、

そ
う
で

あ
っ
て
よ
い
と
思
う
の
だ
が

、

す
べ
て
の
会
員
が
永
遠
に
会
か
ら

得
た
い
と
い
う
気
持
だ
け
で
は
、
会
は
廃
れ
て
い
く
と
思
う
。
会

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
吸
収
す
る
と
同
時
に

、

会
に
何
か
を
つ

け
加
え
て
頂
き
た
い
。
皆
さ
ん
方
の
持
て
る
知
識
な
り
経
験
な
り

を
会
の
も
の
と
し
て
出
し
て
頂
き
た
い
。
日
本
山
岳
会
の
権
威
な

ど
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
う
い
う
も
の
は
会
の
建
物
の
中
に
あ
る
わ

け
で
は
な
く
て

、

会
を
支
え
て
い
る
会
員
に
権
威
の
あ
る
人
が
多

く
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
れ
が
可
能
に
な
り

、

会
は
輝
く
も
の
で

あ
る
。
会
を
支
え
て
い
る
そ
の
時
代
時
代
の
人
た
ち
が
優
れ
て
お

り
、

会
員
の
質
が

高
く

、

豊
か
な
経

験
を
持
っ
て
い
る

人
が
多
く
い
る
会

は
魅
力
が
あ
る
と

思
う
。

.. 

三
国
友
好
登
山
隊
公
式
報
告

i

「
写
真
集

」
読
売
新
聞
社
発
刊

i

＊
カ
ラ
ー
写
真
一
0
0
頁
、

テ
キ
ス
ト

i

三
一
頁

、

資
料
一
0
頁
。

i

＊
定
価

•

五
、

一
五
0
円

"

（
送
料
四

0
0
円
）

i

女
会
員
価
格

•

四
、

一
五
0
円

~

••••••••.•••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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ろ
ん
間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、
今
そ
れ
を
聞
く
と
白
々
し
く
、
空

し
く
響
く
。

山
田
と
は
十
五
年
ほ
ど
前
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
の
つ
き
あ
い
で
あ

る
。
彼
に
と
っ
て
初
め
て
の
八
0
0
0
"
五
峰
登
山
で
あ
る
ダ
ウ
ラ

ギ
リ
I

峰
南
東
稜
が
最
初
の
山
登
り
で
あ
る
。

八
木
原
捌
明

先
鋭
登
山
家
の
死
は
壮
烈
で
あ
る
が
故
に
哀
し
い
。
今
回
の
山
三
名
を
雪
崩
で
亡
く
し
な
が
ら
も
登
山
を
続
け
、
山
田
は
登
頂

田
、

小
松
、
三
枝
の
死
は
、
私
の
初
め
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
の
し
、
私
は
そ
の
前
日
の
副
隊
長
の
死
で
最
終
キ
ャ
ン
プ
で
別
れ
て

先
輩
の
死
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
は
な
か
っ
た
。
私
自
身
が
多
く
の
死
下
っ
た
。
そ
の
後
の
数
多
い

ヒ
マ

ラ
ャ
登
山
経
験
の
中
で
も
「
も

を
見
、
党
悟
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

眼
を
か
け

、

気
に
か
け
、
期

っ
と
も
厳
し
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
登
山
だ
っ
た
」
が
山
田
や
私
の

待
し
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
に
口
惜
し
さ
も
強
い
。
変
ら
ぬ
印
象
で
あ
っ
た
。

厳
し
い
登
山
を
追
求
し
続
け
る
者
に
と
り
、
死
は
裔
い
確
率
で
爾
来

、
私
は
山
田
を
引
き
込
ん
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
通
い
を
続
け
る

や
っ
て
く
る
の
は
皆
知
っ
て
は
い
る
。
そ
れ
で
も
自
分
だ
け
は
例
が

、

あ
っ
と
い
う
間
に
引
き
離
さ
れ
、
山
田
は
我
々
の

山
田
だ
け

外
と
思
い
続
け
る
。
「
オ
レ

に
限
っ
て
」
と
。
私
も
「
ア
イ
ツ
に
で
な
く
「
世
界
の
山
田
」
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
山
田
が
あ
と

限
っ
て
」
と
思
っ
て
は
い
た
。
一
ー
一
年
早
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
デ
ビ
ュ

ー
し
て
い
れ
ば
」
と
い
う
思
い
が

山
田
自
身
が
「
遭
難
は
自

分
の
ミ
ス
」
と
言
い
切
り
、
今
年
の
強
か
っ
た

。

冬
一
人
で
モ
ン
プ
ラ
ン
ヘ
出
掛
け
る
前
に
残
し
た
テ
ー
プ
に
「
登
冬
の
ア
ン
ナ
南
壁
登
山
前
に
私
は
「
三
国
合
同
隊
」
へ
の
参
加

山
は
引
き
返
す
勇
気
が
大
事
だ
。
生
き
て
い
て
こ
そ
次
の
山
が
あ
を
す
す
め
た
。
期
待
通
り
縦
走
者
と
な
っ
た
。
そ
れ
も
束
の
間
の

る
。
死
ん
で
し

ま
っ
て
は
そ
こ
の

山

で
終
り
で
、

生
き
て
い
れ
ば
喜
び
だ
っ
た
。

心
残
り
は
十
四
座
の
完
登
を
さ
せ
て
や
れ
な
か
っ

次
の
登
り
た
い
山
に
も
行
け
る
。
無
事
に
帰
る
、
引
き
返
す
勇
気
た
こ
と
だ
。

が
大
事
だ
と
思
う
」
と
知
っ
た
風
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
も
ち

山
田
昇
会

員
（
会
員
番
号
八
六
五
五
）

_

「引
き
返
す
勇
気
」

を
言
い
な
が
ら

浅
間
屋
根
の
南
端
に
位
骰
し

、

平
地
か
ら
突
山
で
四
月
二
十
三
日

、
六
0
余
名
の
多
数
が
が
付
け
て
い
る

と

お
か
し
く
な
い
。
新
入
会

然
突
き
出
し
た
よ
う
に
、

山
の
形
状
を
な
し
参
加
し
行
わ
れ
た

。
新
宿
発
八
時

一
分
の
小

員
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。

て
い
る
。
い
か
に
も
こ
こ
か
ら
丹
沢
の
始
ま
田
急
電
車
に
乗
り
一
時
間
余

、

秦
野
駅
に
下

家
が
と
ぎ
れ
て

、

弘
法
山
の
摂
識
が
現
れ

り
を
呼
び
掛
け
て
い
る
よ
う
で
お
も
し
ろ
車

、

受
付
で
参
加
名
簿
に
出
席
を
チ
ェ
ッ
る
と

、

急
に
登
山
道
に
な
り
、
山
ら
し
い
風

い
。
そ
れ
だ
け
に
高
さ
こ
そ
二
五
0
"＂
弱
の
ク

、

参
加
費
を
払
っ
て
ネ
ー
ム
カ
ー

ド
と
記
景
。
小
雨
に
濡
れ
た

木
々
の
新
緑
が

一
層
鮮

低
山
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
名
は
広
く
知
れ
わ
念
品
を
い
た
だ
き

、
出
発
。
小
雨
の
ぱ
ら
つ
や
か
で
美
し
い
。
尾
根
道
へ
出
る
と

、

緩
や

た
っ
て
い
る
。
＜
中

、
し

ば
ら
く
街
を
登
山
靴
で
通
過
。
胸
か
な
木
道
の
階
段
が
続
く
。
角
柱
の
年
輪
側

今
年
の
山
岳
会
・

新
入
会
員
歓
迎
と
新
旧
の
カ
ー
ド
が
や
や
気
恥
ず
か
し
い
が

、

「
み
を
モ
ザ
イ
ク
状
に
並
べ
て
あ
り
、
重
厚
感
が

会
員
交
歓
「
さ
く
ら
ハ
イ
ク
」
は
こ
の
弘
法
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
式
で

、

皆
ん
な
あ
る
。
ほ
ど
な
く
今
日
の
ピ
ー

ク
弘
法
山
・

ー

追
悼
・

五
月
理
事
会

五
月
十
日
十
八
時
四
十
分

日
本
山
岳
会
集
会
室

権
現
山
の
頂
上
に
到
着
。

二
つ
の
東
屋
が
あ

り
、
ひ
と
つ
は
下
界
の
眺
め
が
素
睛
ら
し

い
。
家
々
が
箱
庭
の
様
に
小
さ
く
並
び
、

遠

く
か
す
ん
で
見
え
な
い
。
「
江
の
島
は
あ
っ

ち
か
な
、

初
島
は
こ
っ
ち
の
方
か
な
」
と
相

模
灘
を
眺
め
な
が
ら
の
談
話
が
続
く
。

広
が
る
下
界
が
も
し
雲
海
な
ら
：
·…

丹
沢

を
背
に
し
た
こ
こ
弘
法
山
は
山
塊
の
前
衛
の

山
、
遠
く
伊
豆
七
島
へ
と
続
く
連
山
の

一

つ
、

太
古
の
昔
は
今
日
の
海
の
奥
深
い
底
を

山
裾
に
、
巨
大
な
山
岳
を
形
成
し
て
い
た
か

も
と
、

今
立
っ
て
い
る
こ
の
場
所
が
い
か
に

も
古
代
の
山
岳
ピ
ー
ク
に
立
つ
ロ
マ
ン
を
し

ば
し
か
み
し
め
て
み
る
。

東
屋
で
は
、

一二
つ
の
特
大
コ
ッ
フ
ェ
ル
と
）

山
岳
コ
ン
ロ

を
フ
ル
運
転
し
て
の
「
み
そ

7
( 

汁
」
サ
ー
ビ
ス
、
全
員
に
行
き
渡
る
ま
で
に

は
具
を
そ
の
ま
ま
に

、

お
味
噌
と
水
を
継
ぎ

足
し
て
の
量
産
で
し
た
。
さ
ら
に
特
別
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
「
す
う
ど
ん
」
の
サ
ー
ビ
ス
が

続
い
た
。
小
雨
の
た
め
自
己
紹
介
な
ど
な

く
、
全
員
で
記
念
撮
影
し
た
後
、
弘
法
山
・

大
師
堂
へ
と
出
発
。
名
物
桜
並
木
は
爽
や
か

な
緑
の
ト

ン
ネ
ル
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。



〇
出
席
者

今
西
会
長

、

大
塚

、

村
木
両
副
会
財
務
担

当
の
緊
縮
政
策
な
ど
す
べ
て
の
成

2
 
•
長

、

鴫
原

、

松
永

、

太
田
、
岡
沢
、

田
部
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

っ

7
 

5．

井
、

織
田
沢
、
関
塚
、
大
橋
、
橋
本
、
西
た
。
承
認

村
、
大
森
、
鈴
木
、
早
坂
、
浜
口
各
理
事
大
塚

1
1
皆
様
の
ご
協
力
で
基
金
を
作
る
こ
と

, 
8
 

, 
4

松
田

、

平
林
、
小
介
、
山
野
井
各
評
厳
員
が
で
き
た
。
資
料
編
と
し
て
の
報
告
書
を

, 
5
2
委
任
小
林

、

新
井
理
事

．

作
る
。
こ
れ
ま
で
の
登
山
特
別
基
金
、
お

今
西
1
1
本
日
、
大
塚
、
村
木
両
副
会
長
、
松
よ
び
長
期
計
画
準
伽
金
と
は
性
格
が
違
う

山）
田
評
議
員
、
橋
本
理
事
と
秩
父
宮
妃
殿
下
の
で
海
外
登
山
基
金
と
し
て
別
扱
い
と
す

の
お
見
舞
に
う
か
が
っ
た
。
る
が
、
名
称

、

運
用
等
に
つ
い
て
は
委
員

可蜘
樅
有
恒

氏
の
葬
條
の
件
会
を
作
り
委
任

す
る
こ
と
と
す
る
。

郵
村
木
副
会

長
よ
り
五
月
十
七
日
（
水
）
に

委
員
会
報
告

三
会
葬
と
し

て
行
う
事
に
な
っ
た
の
で
ご
承
自

然
保
護
1
1
五
月
十

一
日
渡
辺
兵
力
氏
の

種c
f
l
認
い
た
だ
き
た
い
旨
の
発
言
が
あ
り

、

承
講
演
会

認
さ
れ
た
。

山
研
1
1

四
月
二
十
八
日
に
開
所

＊
朝
日

、

読
売

、

毎
日
に
葬
儀
通
知
を
掲
医
療
1
1
六
月
十
日
十
一
日
第
九
回
登
山
医

載
す
る
。

学
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
於
昭
和
大
学

＊
海
外
山
岳
会
へ
の
通
知
お
よ
び
弔
電
依
村
木
（
科
学
）
1
1
国
土
地
理
院
か
ら
の
依
頼

頼
を
す
る
。
の
件
が
あ
り
望
月
達
夫
氏
に
お
願
い
し
た

＊
葬
條
に
あ
た
っ

て
総
務

、

集
会
、
婦
懇
の
こ
一
五

0
0
"ぃ
以
上
の
山
の
公
式
標
高
発

方
々
を
中
心
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
た
い
表
に

J
A
C

と
し
て
協
力

報
告
事
項
お
よ
び
審
議
事
項

＊
「
日
本
百
名
山
フ
ォ
ト
シ
リー
ズ
」
の

西
村
1
1
-―
一
国
友
好
登
山
隊
の
収
支

、

募
金
に
監
修
依
頼

つ
い
て
の
報
告
。
監
査
法
人
に
監
査
を
受
学
生
部1
1
四
月
二
十
六
日
に
ク
ス
ム
カ
ン
グ

け
た
。
余
剰
金
が
七
九
四
0
万
円
あ
り
、
ル
隊

の
検
討
会
を
行
な
っ
た
。

こ
の
処
分
案
と
し
て
海
外
登
山
基
金
を
作
山
岳
1
1
総
索
引
作
成
中
。

会
の
集
会
の
報
告

る
件
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
き
た
に
山
岳

、

会
報
を
利
用
す
る
。

い
。

（
七0
0
0
万
円
を
基
金
と
し
、
残
海
外

1
1

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
海
外
山
岳
会
状

余
は
会
の
預
り
金
と
す
る
）
こ
れ
は
募
金
況
の
報
告

の
成
果
（
八

ーニ
％
）、
現
物
寄
附
の
成
果
村
木
1
1
国
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
と
も
に
肉
付

（
約
七0
0
0
万
円
）
、
不
測
の
事
態
が
起
け
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
な
か
っ
た
た
め
、
予
備
金
の
未
使
用、

「
未来
ビ
ジ
ョ
ン
討
論
会
」
の
経
過
報
告

1

日
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
会
計
監
査

6

日
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
会
計
監
査

8

日

「未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
検
討
会

1
0日
理
事
会

1
1
日
棋
氏
会
葬
打
ち
合
わ
せ

、

諧
演
会

「
自
然
保
護
考
」

1
2日
図
料
委

員
会

1
5日
さ
く

ら
ハ
イ
ク
写
真
交
換
会

1
6日

栢
氏
会
葬
打
ち
合
わ
せ

1
7日
山
研
委

員
会
、

三
水
会

1
8日
フ
ィ
ル
ム
委

員
会

1
9日
科
学
委

員
会

2
2日
総
務
委
員
会

、
山
岳
編
集
委
員
会

2
3日
自
然
保
護
委
員
会

( 5 月 ）

（
村
木
）
2
4日

ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
の
内
容
に
つ
い
て
は

2
6日

＊
会
の
在
り
方
を
は
っ
き
り
示
せ
と
い
う回

3
1日

答
が
多
か
っ
た
。

＊
会
員
の
性
格
と
し
て
は
受
身
が
多
い
。

＊
刊
行
物
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
。

検
討
会
は
今
後
も
続
け
る
が
今
西
会
長
の
任

期
中
に
「
理
念
」
を
定
め
た
い
。

村
木
試
案
は
1
1
①
登
山
の
実
行
と
推
進
②

登
山
と
し
て
の
文
化
辿
産
を
増
や
し
活
発

化

③
自
然
保
護
④
指
甜

、

中
高
年
対

策

....

..........

... 

会
員
異
動

(5

月
）

••••••••••••••••• 

, 

退
会

小
店
勝
男
（
四
0
0
四
）

織
笠
巌
（
六
八
八

—
-
）

狩
山
芳
夫
（
六
七
四
一
）

大
橋
顕
義
（
九

0
五
一＿）

松
沢
欄
吉
(

-
九
六
五
）

物
故

栢
有
恒
（

三
四
一
）

5
2

寺
村
泰
一
（
九
七

ー
五
）

5
9

菊
井
巳
喜
男
（
四
三
七
O
)
5
1
2

佐
藤
篤
孝
（
九
四
六
三
）

5
1
8

改
姓

太
田
党
治
↓
吉
田
寛
治
（
六
一

三
二
）

増
田
洋
子
↓
牧
田
洋
子
（
五
四
四

一
）

終
身
会
員
へ

松
本
吉
正
(

-―-
l二七
五
）

柴
田
均
二
（
一

＿六
五
五
）

吉
村
健
児
（

三
一
七

――
-
）

支
部
変
更

五
十
嵐
ト
シ
子
↓
福
島
支
部

山
田
昭
一
↓
京
都
支
部

広
瀬
幸
治
↓
京
都
支
部

新
井
梢
↓
京
都
支
部

向
井
裕
彦
↓

京
都
支
部

x
 

x
 

汽
料
委
員
会

支
部
長
会
議

集
会
委
員
会

5

月
来
室
者
3
6
3
名

( 8)  



山 529-1989 ｷ: 1 • 20 （第三種郵便物認可）

( 9 ) 



rヽr=~――-—----------~＾｀
印刷・ 製本費

通信運搬費

事業費計

．管理費

給料 ・ 手当

文具 ・ 消耗品費

印屈lj• 製本費

旅費 ・ 交通費

通信 ・ 運搬費

火災保険料

修紐費

租税公 課

光熱水料費

電話料

会議喪

什器備品費

振替手数料

支部運営敦

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担 金

雑投

管理費計

．固定資産取得支出

什器備品購入支出

4 ．特定預金支出

図害出版研究基金支出

長期計画積立金支出

登山特別基金支出

終身会費積立金支出

退職給与積立金支出

100, 

585, 

500, 

350, 

300, 

100, 

270, 

2,950, 

150, 

650, 

1,500, 

400, 

18,555, 

500, 

-104,8, 

345,69 

1,737,002 

268,5001 

30,314 

345,065 

122, 

92, 

-44,3 

-1, 753 
| 

-135,000i 

-11,055 

354,079 

3,::コ -3霊36
1,450,64 

-560, 

-1,000,000 

-5,945,518 特定預金支出計

|5 ．予備費

予備費 1,800, 

三〗：：三ご：：：：こ
（注） 1 ．長期計画積立金支出 ¥3,238,364 （同積立金積み増し

･3,000,000) 

2 . 登山特別基金支出 ¥1,450,646 （同積立金積み増し

･1,000,000) 
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収支計算書

昭和 63 年 4 月 1 日から平成元年 3 月 31 日まで

科 目 1 予算額 I 決算¢リ
I. 収入の部

1 ．基本財産運用収入

基本財産利息収入

．会費 ・ 入会金収入

入会金収入

復活会費収入

通常会費収入

終身会費収入

285, 

-105, 

7,710, -1,677, 

-560, 

会費 ・ 入会金収入計'40 , 710,

．専業収入

-2,057, 

広告料収入

印 税 収入

刊行物売上収入

その他事業収入

11.1研使用料収入

事業収入計

寄付金収入

寄付金収入

15 ．雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

特定預金取崩収入

図掛出版基金取9ij収入

．特定預金運用収入

特定預金運用収入

1,100, 

30, 

500, 

500, 

1,380, 

3,510, 

500, 

400, 

900, 

-720, 

50, -50, 

1,922, 1241 -1,422,124 

621,5871 -221,587l 

2,543,7111 -1,643,711 

当期収入合計 (A) I45,470 ．磁50， 112 ,9でJi ―”
前期繰越収支差額 18,134,391118,134,391 

収入合計 (B)

科 目 ！ 予 算額 I 決算額 I 差

I. 支出の部

1 ．賽業費

出 版 費 91,780959| l 
図忠費 950, 793,141 156, 

調査研究費 760, 401,079 358,921 

指導費 1,150, 886,3鉛 263,637 

支部関係費 3,000, 2,784,220 
215, ;~~ 

海外諸関係費 400, 618, 970 -218, 

山岳研究所運営費 2,000, 1,695,746 304,254 

その他事業費 1,600, 1,276,078 323,9221 

(10) 
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渕呵門”肛暉碑辱怠應碑m癖心紐誼金虹゜21538755ク準11払期る1部基仮前あで、。の噸叫ー紐て騨ぃ輝費料°り臨訊韮）こ5虹紐●い咋23”認郡此年の未咽丘知門呵—砕位只勧匹て恥i鱈5〗臼279訊000紐5暉95緬心退。 ．を載残2，低類及はに減つ末る金金記の|000碩”□呻畑恥竺言｀的3匹価備金しつはび記及、ヽ・、計計部呻鐸[〗計針玉5渾門〗暉m酌麒門gぃ峰方券産産ひの与を範範会は増増産払，計証財55麟輯細碩のの受高の）産財仮グ会価本金金前残産畔麟竺い釦金財味金負債引負財産な有基い固建引退す資資，末財本味正要て当金期本動負与定債味財基正び）り流定蜘固負正味ら期及1重））））基］う当債注1234預固退3正（（負（（（（（

2[L2 

科 目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託（三井） 2,380,000 

゜ ゜
2,380,000 

” （日本） 420,000 

゜ ゜
420,000 

’ （中央） 5,200,000 

゜ ゜
5,200,000 

合計（基本金） 8,000,000 

゜ ゜
8,000,000 

3. 次期繰越収支差額の内容は ， 次のとおリである。

科 月 前期末残高 当期末残高 備 考

現金預金 14,999,801 16,487,159 

未収会費 3,536,500 2,953,500 

仮 払 金

゜
2,000,000 

ムロ 計 18,536,301 21,440,659 

前受会費 247,900 223,000 

預 り 金 154,010 279,760 

ムロ 計 401,910 502,760 

次期繰越収支差額 I 18,134,391 20,937,899 

4. 固定資産の取褐価額，減価阻却累計額及び当期末残高は，次の
とおりである。

取得価額 I減価償却累計額I 当期末残高

鯰
邸

006780 

(

i 0

0

 
40,7_87,3⑱ 

正味財産増減計算書

昭和 63 年 3 月 31 日～平成元年3 月 31 日

科 目 金 額

I. 増加の部

1 ．資産増加額

当期収支差額 2,803,508 

図書出版研究基金 196,508 

長期計画積立金 3,238,364 

登山特別基金 1,450,646 

終身会費積立金 560,000 

退職給与積立預金 1,000,000I 9,249,026 

増加額計 9,249,021 

Ir. 減少の部

1．資産減少額

棚卸資産 477,270 

図書出版研究基金 a 477,270 

12 ．負債増加額
退載給与弓1当金繰入額 1,000,000I 

減少額合計 1,477,27( 

当期正味財産増加額 7,771,756 

前期繰越正味財産額 145,394,551 

期末正味財産合計額 153,166,307 

0 | 40,787 ( 8 
| 

貸借対照表

平成元年 3 月 31 日現在

科 目 1 金 額

1[1] 資産の部
1 ．流動資産

現 金

振秤貯金

抒通預金

定期預金 14,000, 

未収 会費 2,953, 

仮払金（注） 1 

棚卸資産

流動資産合計 I 23,099,829 
．固定資産

基本財産

貸付信 託

基本財産合計

その他固定資産

土 地

建 物

什器備品

図愁出版研究基金

長期計画積立金

登山特別基金

終身会費積立金

退職給与積立金 2,300, 

合その計他固定資産 124,869,238 

固定資産合計 1132,869,23 

資産合計

I[ 2 J 負債 の 部
l ．流動負債

前受会費 223,0001 

(11) 



1 正味財産 I I し廷且国
注 l) 棚卸資産内訳

こ三Ii-！竺／卜： 1 ：三；
合 計 1,659,170 

注 2) その他固定資産内訳

1. 建物および土地

A 布務所および図害室 1 金額
` ぴ円2

場所東京都千代田区四番町5番 4

構造鉄筋コンクリー ト造， 陸屋根 ・ 地下 1 階付

5 階建

（事務所）区分所有建物 1 階部分 103.32m'

宅地持分 l, 124.56 m'x339/10,000 72,720,170 
=38.122584 m' 

（図む室）区分所有建物 1 階部分 55.22m' 

宅地持分 1,124.56 m1 X 176/10,000 

=19.792256m' 

計 158.54m' 宅地持分 57 .91484m' 

B 上高地山岳研究所

場所長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114 い

林小班 9,583,808 
構造鉄筋コンクリート造（一部木造） 1棟

100.69 m' 

合 計 | 82,303, 978 

2 . 什器備品

品 名 恥贋 1 取得価格 1 所在

1呵覧用テープル (2 台），木製 53. 9.28 

|l6mm 映写機 16-CL(MO)

合計

61. 5.13 

高
杏
上
図洲

洲
178500 

, ー

3
1
1
0
2
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L
E

ソ
芯

ライティングピューロー，木製 54. 6.23 

テレビ， シャープ CT-2601 （寄贈品） 55 . 6. 4 

ビデオカセットレコーダー ， シャープ
℃-7000 

55.12.27 

Iフィルム収納キャビネット（スチーI

l図［；カード容器，木製 3段 l: ::1: 
：棚，木製 2 段 56.12.22 

[S パウチ H-140 161.10.17 

：芝バーソナルワープロ
JW-R70FII 

62. 3.12 

62. 9.24 

財産目緑記載外のその他物品リスト（主として受贈益）

1. 図沓

|口| 63 年度受入冊数 966 冊
洋 芯 63 年度受入冊数 264 冊

摘 要

冊冊数冊細蝉 （第三種郵便物認可） 山 529-1989:ｷ 7 ｷ _20 

財
・ 産ヽ. . ̀ 

目 録

平成元年3 月 31 日現在

科 目 | 金 額

1 ) 資産の部

11．流動資産

現金預金

現金現金手許有11iI 145,564 

振替貯金

東京地方貯金局 340,325. 

普通預金

協和銀行市ケ谷支店 I,450, 778: 

三菱銀行市ケ谷支店 258,87 

三和銀行本郷支店 l83,7磁l., 95 
中央信託銀行本店

三口井支店信託銀行新宿西 51, 

日本信託銀行本店 56,41 

定期預金

協和銀行市ケ谷支店 14,000, 

未収会費 310 名分 2,953, 

仮払金 2,000, 

棚卸資産 •l

流動資産合計 I 23,099.d 

．固定資産

(1) 基本財務

貸付信託

三井信託銀行本店 2,380, 

日本信託銀行本店 420, 

中央信託銀行本店

基本財産合計

(2) その他固定資産拿2

士 地 57 . 9148m' 

建 物 259.23m' 

什図期器書預金出・備版・ 研品協和究基市金ケ谷（定) I 34, ,778090,. 82 

長麟期計・ 画協積和市立金ケ谷（定）期I 13,269,8311 

登金山・特協別和基市金ケ谷（定）期預I 1a, 744,099: 

登金山・ は別和基市金ケ谷（普） 通預

認嗜辟糾翠期
退預金朦給・ 与協積和立市金ケ谷（定） 期

合その計他固定資産 124,869,238 

固定資産合計 1132,869,23: 

資産合計 I 155,969,067 

1[2) 負債の部
l ．流動負債

前受会茂 25 名分

預り金 職源員泉所に対得税する

流動負併合計 1 502, 76, 

：．固定負依

退職給与引当金

困定負債合計

負債合計 | 2, 802, 76l 

(12) 
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寄付金収入

l5．雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

．別途会計運用収入

別途会計運用収入

800, 

500, 

1,300, 

500, 

400, 

900, 

当期収入合計 (A) I 47,705, 

前期繰越収支差額 20,937翌1 18,134,391|上
収入合計 (B) I 68,642,8991 63,604,3911 5,038, 

科目

|II ． 支出の部
1 ．事業費

出版抒

図術税

調査研究賽

指導費

支部関係費

海外諸関係我

山岳研究所運営費

その他事菜抒

印刷 ・ 製本費
通伯運搬費

事業校計

：．運営管理費

給料 ・ 手当

文具 ・ 消耗品柑

印刷 ・ 製本代

旅校 ・ 交通究

通信 ・ 運搬費

火災保険料
修繕費

租税公課

光熱水料費

俎話料

会諾抒

什器備品宍

振替手数料

支部運営挫

福利厚生費

事務所管理弁

その他管理費

負担金

雑野

管理敦計

特定預金支出
特定預金支出

14予備投

予備将

950, 

800, 

870, 

3,000, 

200, 

2,181, 

1,800, 

3,500, 

~.918, 

7,200, 

150, 

1,000, 

700, 

1,000, 

100, 

100, 

600, 

500, 

300, 

300, 

100•国 900.:300, 270, 

3,100, 2,950, 

150, 150,000 oooI , | 

700, 650, 

1,300, 

400，叫
18,000, 

400, 

3,000，咽 500, 

当期支出合計 (C) I 46,718, 95~ 45,255, 

＝ら二：二：，。二，1|3．574,558，
昭和 63 年度事業報告

(63. 4. 2~1. 3. 31) 

1. 昼山の指導と奨励に必要な集会，講演会等の開催

(1) 集会，講演会

2. 絵画

厖 名 I螂． 号数 1 作者名 1 掲載，保管場所
白 馬 岳 油 A-50 中村消太郎 日本民族資料館

富 士 山 麓 油 A-25 茨木猪之吉 日本民族資料館

田代池の白樺 油変形ー6 中村清太郎 談 話 室
群 猿 墨 絵 石井鶴三 図 掛 室
伊 豆 半 島 油 ー 10 茨木猪之吉 松本アルプス 山岳館

針 の * 峠 油ー 10 茨木猪之吉 図 ?t 室
徳本峠から穂涵連峰 墨 絵 石田吟松 松本アルプス山岳館

初冬の両神山 油ー 10 茨木猪之吉 図 甚 室
屈（カット原画） 艇 絵 石井鶴三 図 害 室
メールドグラス エッチング 図 雹 室
モンプラン エッチング 松本アルプス山岳館

カンチェ ンジュンガ エッチング シュラーギ 図 害 室ントワイト

ュングフラウ 油 山里寿男 集 会 室
涸沢より北穂高 水彩ー6 山里寿男 松本アルプス山岳館

槍ケ岳初夏 油 ー 10 中村消太郎 集 ムコ 室
カンチェンジュンガ バステル 矢崎千代二 談 話 至
北穂麻滝谷 油ー 25 足立源一郎 談 話 室
或朝の拉ケ岳 油ー 25 足立源一郎 集 A コ 室
北穂謀岳主峰 油ー 25 足立源一郎 談 話 室

槍 ケ 岳 油ーP8 足立源一郎 集 会 室
タンボチェの倍院 水彩ー4 消野 恒 松本アルプス山岳館

シェルパニの親子 水彩ー4 清野 恒 松本アルプス 山岳館

冬 の山 (NI 太山） 基 絵 近藤茂吉 松本アルプス山岳館

プカヒルカ ・ ノルテ 水 彩 渡辺九郎 事 務 奎

＊他の絵画，写真省略

3. フ ィルム

「マナスルに立つ」他 62 点

社団法人~I本山岳会昭和 63年4 月 1 日～平成元年3 月 31 日まで

の収支計算？t, 正味財産増減計算柑，貸借対照表および財産目録を

監査し，正当妥当なことを認めます。

平成元年4 月 10 日

社団法人 日本山岳会

監賽山本健一郎

監事太田 敬

，◊ 

収支予 算書（案）

平成元年 4月 1 日から平成2年3月 31 日まで

科 目 予算額聾店届 増 減 備考

I. 収入の部

L基本財産運用収入

基本財産利息収入 350,000 350,000 

゜2．会費・入会金収入

入会金収入 3,000,000 3,000,000 

゜通常会費収入 39,000,000 37,710,000 1,290,000 

終身会費収入

゜ ゜ ゜会費 ・ 入会金収入計 42,000,000 40,710,000 1,290,000 

3．事業収入

広告料収入 1,200,000 1,100,000 100,000 

印税収入 20,000 30,000 • 10,000 

刊行物売上収入 1,000,000 500,000 500,000 

その他事業収入 700,000 500,000 200,000 

山岳研究所使用料収入 1,135,000 1,380,000 t::.245,000 

寡業収入計 4,055,000 3,510,()()() 545,000 

4 ．寄付金収入

(13) 



5 月 17 I] 山岳地図の作り方 I 児玉 茂 本会

6 月 14 a 山岳地図の作り方11 児玉 茂 本会

6 月 16 日遺難救助机上諄習会 金子，渡辺 本会

6 月 18 日雪上技術講習会 松氷敏郎，小林政志 如11

6 月 18. 19 日岩登り講習会丸Ill，金子，渡辺 小川山

1 月 u~16 a スキー技術講習会 猪苗代

2 月 18~19 U スキー技術講習会 猪苗代

3 月 3 日第二期山岳地図の作り方 1 児玉 茂 本会

3 月 25, 26 日山岳スキー講習会 猫魔ケ岳

2. 登山施設の改善，その他登山のために必淡な事業

＊上麻地山岳研究所を 4 月 29 日～10 月 29 日まで開所

＊登山に関する図苔，フィルム，スライド等の充実

＊山岳博物館準偏のための沢料収集と管理

3. 山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

＊各大学医学部山岳部による及山診療所1l11設（槍ケ岳，穂涵涸

沢，徳沢園， 五色沼．店松三俣山荘， 白馬岳，合戦小屋， 立

山，尾瀬）

4. 自然保護活動の推進

＊フィールドマナーノート（一般向け）の配布

5 月 29 日自然保獲研修会 森林公園

7 月 20 日 屋久島ロープウェイ遊歩道建設中止要望術を環悦

庁長官，運輸大臣，林野庁長官等に提出
9 月 3, 4 日全国自然保護集会 上・品地

5. 海外登山の企画および海外との交流

2 月～5 月 中国，日本． ネパール 1988 年チ ョモランマ／サガ

ルマータ友好登山の実施

7 月 24 日～8 月 24 日 婦人懇談会ィ ンドヒマラヤ ・ シヴァ蜂

登山の実施

8 月 24 日～9 月 13 日 学生部韓国交流登山の実施

2 月 12 日～3 月 29 13 学生部クスムカ ングル登山の実施

6. 機関誌などの発行

＊「山岳J 83 年 (1988 年）号の発行

＊会報「山」 514 号～525 号の発行

＊「山 日記」 1989 年版の発行

•「登山医学」 第8巻の発行

7. 目的を同じくする海外山岳会，団体との情報交換

* 14 カ国 19 団体との情報交換

8. 将来ヴィジョン策定のための会且アンケートの実施

平成元年度事業計画 （案）

(1. 4. 1~2. 3.31) 

1. 登山の指導と奨励に必要な集会，研究会， 講習会および展覧会

の開催

H) 集会

＊懇親山行

＊雪上訓線

＊若葉会山行

＊法大ヒマラヤ登山報告会

＊第 43回ウェス ト ン祭

＊学生部ヒマラヤ登山報告会

＊フィルム映写会「日本の山」

＊沢登り講習会

＊ 山の科学に関するエキスカーション

曇 上高地山研の集い

＊この人と語ろう「和田城志さん」

＊農大ナンガパルパート報告会

＊ 「山を語る」講演会

＊集会委員会山行

＊ ビデオ技術指導山行

＊全国支部懇談会

伊吹山 4 月 15, 16 日

未定 5月

未定 6月

本会 6月

上高地 6月 3 , 4 日

本会 6 月

本会前期

東京近郊 7 月

未定 7 月

上麻地 7 月

本会 7 月

本会 9 月

本会未定

妙義山 10 月

未定後期

山陰 10 月 28, 29 日
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4 月 15 日 談話会「山の航空写真撮影」

大森弘一郎 本会

4 月 17n シヴァ峰初登頂の話 鈴木 茂 本会

4 月 17 fl 新入会員との H帰りハイク 浅間嶺

5 月 14 , 15 fl 若葉会111行 西吾要山

5 月 30 u 「初めてのヒマラャ」 野沢 公 本会

6 月 4 I」 「ナンダデヴィと私の山」 A. カーター 本会

6 月 4 , 5 日 第 42回 ウ ェ ストン祭

6 月 7 Fl 映写会「栄光最後の記縁」

6 月 10 1:1 談話会 「麻山植物」

6 月 21 日 講演会「山を語る」

6 月 28 H 「ジャワの山登りからj

7 月 1 H 講派会「戸鉛條験道」

信濃支部 上高地
塚本樅治郎 本会

宅/Ill 梢子 本会

石間信夫 本会

児王 茂 本会

宜本袈娑雄 本会
7 月 2, 3 日 山研の集い 長沢

7 月 7 日 海外旅行のマナーについて

7 月 12 日 「冬期アンナブルナ I峰」

和俊 上高地山研

中村 テル 本会

八木原捌明 本会

7 月 16 日 支部事務局担当者会錢

北海道支部 旭川文化会館

7 月 16, 17 日 全国支部懇談会北海道大会

北海道支部 旭岳一帯
7 月 16, 17 日 探索山行「戸閑條験誼および九頭龍信仰」

二沢 久昭 戸悶山

9 月 7 日 「南極基地さまざま」

9 月 10 日 現地小集会

村山雅美 本会

八十里越

10 月 18 日 シヴァ峰登山報告会 田部井淳子他 本会

10 月 22 日第21 回図芍交換会 本会

10 月 23 日現地小集会 大源太Ill

10 月 25 日 講演会「映像の変遷について」

川合周 本会

10 月 26 日学生部韓国登山報告会 松原尚之他 本会

10 月 29, 30 日自然保護集会1.lJ行 尾瀬

11 月 13 日第 25回学生部マラソン大会 也居周辺

11 月 17 13 「未登峰チャクラギール」 報告会

熊谷 明 本会

11 月 20 13 現地小集会

12 月 3 日 支部長会諮

12 月 3 日 年次晩餐会

12 月 4 日 記念山行

12 月 9 日 講演会「三国友好登山隊の気象予報J

四阿山

本会

私学会館

大楠山

宮田賢二，奥山巌 本会

12 月 10 日 忘年会 本会

12 月 18 日現地小集会 権現山

1 月 13---15 日スキー懇親会 八方尾根

1 月 20 日 談話会「ゴピ砂漠を見て」 石井恵美子 本会

2 月 2 F.f フリ ー トーキング「この人と語ろ う」

今井通子 本会

3 月 5 H 大型哺乳類観毀会 宮ケ瀬ダム

3 月 10 日 講演会「日常のトレーニング効果」

浅野勝巳

3 月 11H 第 15 回新入会員オリエンテーション

3 月 17 日第 17 回山岳史懇談会 渡辺兵力

(2) 研究会

4 月 16 f.l シンボジウム「危険な動物と安全登山」

本会

本会

本会

太田原美作他 本会

6 月 11, 12 日 第 8回 日本登山医学シンボジウム

田中壮吉（会長） 水上

10 月 21 l:l 研究会 「函所登山用酸索装阻を考える」 本会

(3) 講習会

4 月 16-18 日 宮上技術講習会

松永敏郎， 小林政志 富士山

(14) 
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＊山に関する貨重なフィルム，スライド，テープ，アルバム笠

の複製および貨重な資料の収集，整備，符理

＊ 山岳資料の整理

• JAC の自然保護活動の歴史の調査，編集

＊登山医学に関する調査研究

3. 山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

そ岩楊での遭難救助講習会 小川山 6月

＊反山診療所の開設（槍ケ岳他） 7 月～8 月

骨高層気象，宮崩についての講習会 11, 12 月

＊海外登山時の宮崩等事故防止についての講祇会 未定

自然保護活動の推進

＊自然保護全国集会

＊自然観察山行

＊自然保護に関する講演会

＊自然環税保全のための現地視第

＊自然保纂敦脊研修会

5. 機関誌などの発行

＊ 「山岳」 第 84 年 (1989 年）号の発行

＊「山岳」給索引の発行

＊会報「山」第 526 号～第 537 号の発行

＊三国合同登山報告苔発行

＊ 「登山医学」第9巻の発行

＊ クスム ・ カングル登山隊報告舒発行

国内および外国山岳団体との連絡． 情報交換

＊国内関係団体（日山協，都岳連，その他）との密接な連絡
＊海外登山団体との機関誌および情報の交換

その他目的を迷成するために必要な市業

＊山岳図害の拡充をはかる

＊その他目発を達成するために必要な事業を行う

4. 

定
定
定
定
定

未
未
未
未
末

6. 

7. 

9 月

数回

2 回

未定

未定

＊支部事務局担当者会謡

* i llの柏物を尋ねる山行

＊第 22回「山岳図咎交換会」

＊岩登り講習会

骨岩登り講習会

＊集会委只会山行

＊マラソン大会

＊年次晩餐会

＊支部長会踏

＊集会委只会山行

＊スキー集会

•*この人と語ろう

＊集会委且会山行

＊第 21 回「山岳図掛を語るタベ」

＊第 18回「山岳史懇談会」

＊山岳スキー講習会

＊新入会只オリエンテーション

（口）研究会

＊ 三国友好登山隊のタクテックスに関するシンポジウム

本会 4 月 6 日

本会 10 月

山陰 10 月 28, 29 日

未定 10 月

本会 10 月

小川山 10 月

未定 11 月

吾衰山 11 月

島居周辺 11 月

私学会館 12 月 2 H 

本会 12 月 2 日

大菩薩撤 12 月

未定 1 月

本会 2 月

加波山 2 月

本会 2 月

本会 3 月

未定 2 月～3 月

本会 3 月

＊登山に有意義なテーマのシンポジウム

り展覧会

＊第27 回 「この一本展」

⇔ 講派会

＊登山，山岳の科学研究に関する講油会

＊登山医学に関する講演会

2. 登山施設の改善，その他登山のための適切な事業

＊上麻地山岳研究所の開設 4 月～10 月

＊山岳と登山に関する科学文献整理（山の科学文献目録追補作

成）

本会

本会

本会

2 月

未定

未定

◎
自
然
保
護
全
国
集
会
は

十
月
七
し
八
日
（日
）

戸
隠
・
越
水
ヶ
原
で
開
催

日
時

九
月
二
日
（
土
）
＋
七
時
よ
り

場
所

日
本
山
岳
会
集
会
室

会
費

二
千
円

ゆ
く
夏
を
惜
し
ん
で
語
り

、

飲
み
ま
し
ょ

婦
人
懇
談
会

十
月
一
日
（
日
）
午
前
十
時
鎌
倉
駅

西
口
集
合
小
雨
決
行
台
風
の
よ

う
な
と
き
は
中
止

婦
人
懇
談
会

申
込
九
月
二
十
日
ま
で
日
本
山
岳
会
事
務
局

「
テ
ー
マ
」
一
緒
に
歩
い
て

山
の
環
境
保
全
を
考
え
よ
う

今
年
の
自
然
保
護
全
国
集
会
は
、
山
を
歩

き
、

自
然
の
中
で

、

山
岳
会
と
自
然
保
護
と

の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

一
般
の
会
員
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す。

（詳
細
は
次
号
）

自
然
保
護
委
員
会

日
時 ◎

都
立
大
学
牧
野
標
本
館
小
林

純
子
先
生
と
鎌
倉
の
山
を
歩
く
会

4
ノ ◎

恒
例
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

含 234-8859

しもこ
ておの
い知電
まら話
すせで

印
刷
所

9
ｷ
 i

訂
正

前
号
会
報
5
2
8
号
9

ペ
ー
ジ
上
段
一

~
に
「
水
越
」
と
あ
る
の
は
す
べ
て

、

i

i
「
水
腰」
の
誤
り
で
す
の
で
、
ご
訂
正
{

i
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

. 
[編
集
後
記
]
▼
会
報
編
集
委
員
会
の
新
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す

。

松
田
雄

一、

岡
沢
祐
吉
、
泉
久
恵
、
江
本
嘉

伸
、
小
倉
厚
（
担
当
理
事
）

▼
な
お

、

一
時

、

本
委
員
会
で
担
当
し
て
い

た
本
誌
の
図
書
紹
介
欄
は本
年
度
か
ら
は
本

来
の
姿
に
返
し

、

図
掛
委
員
会
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

▼
ま
た

、

編
集
代
表
者
の
変
更
に
伴
い、

す

べ
て
の
原
稿
送
付
先
は
左
記
宛
に
し
て
下
さ

、
。

> 

3
3
8
浦
和
市
木
崎
5

ー

1
5_
8
小
倉
厚

▼
と
に
か
く
委
員

l
同

、

大
い
に
頑
張
り
ま

す
の
で

、

乞
ご
協
力

。

(O
)

平
成
元
年
七
月
二
十
日

囮
東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五

—

四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所
紐
虚
日本
山

岳
会

発
行
者
山
田
二
郎

編
集
代
表
小
倉
厚

電
話
東
京
（
加
）
四
四
三
三

振
替
口
座
東
京
三
ー
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一

ー

三
ー

六

赤
坂
グ
レ

ー

ス
ビ
ル

株
式
会
社
技
報
蛍

(15) 
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